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04 男木島図書館 PASSION VOL.40

　瀬戸内海に浮かぶ島々は、近年
瀬戸内国際芸術祭などアートに関
する取り組みが盛んに行われてい
る注目の地域だ。
　平成28年2月、その内の一つで
ある香川県高松市の男木島に図書
館が設立された。名前は「男木島図
書館」。島にとって初めての図書館
となる。設立資金の一部はクラウ
ドファンディングで調達。世界中か
ら多くの賛同と支援が集まった注

目の図書館だ。空き家をリノベー
ションしてできた木造の図書館は
周りの住居と馴染み、ずっと前から
そこにあったかのようにも感じさせ
てくれる。
　この図書館の設立を筆頭になっ
て実現させたのは、特定非営利活
動法人男木島図書館の理事長であ
る額賀順子さん。額賀さんを訪ね、
この島に突然図書館が建てられた
理由を探った。
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高松港と女木島・男木島を結ぶフェリー「めおん2」
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　額賀さんは福島県出身。大阪で
結婚し、ウェブデザイナーとして働
いていた。平成25年の瀬戸内国際
芸術祭が行われた際、男木島出身
の夫が男木島の観光用Webサイ
トをつくる仕事を受けたことを
きっかけに、家族で男木島に移住
することになった。
　額賀さん夫妻がまず行ったのは、
市に休校になった学校を再開しても
らう運動だった。「大阪で生活しな
がら休校だった学校を再開してもら
うのはとても大変なことでした。
様々な働きかけの末、学校が再開す
ることになり子どもが学校に通える
ような準備が整ったんですけれど、
これで終わりではないという想いが
自分の中でありました。そこに入っ
たうちの子どもたちが卒業して、ま
た学校が休校になってしまうのでは
意味がないと思ったんです。」と額
賀さんは語る。
　移住にあたり学校の存続だけで
はなく、島の子どもたちが室内で
学べる場所や、移住者と島の人と

の交流拠点など、島のコミュニティ
についても考えるようになったそう
だ。島のコミュニティの継続のため
に、自分ができることはなんだろう
と考えた時に「それができるのは
図書館なのかな」と額賀さんは
思ったという。

　図書館の設立が決まり、島内で
見つけた物件を図書館として改装
する間に行ったのが、オンバ（手押
し車）による移動図書館だった。
道が狭く車での荷物の持ち運び
が難しい男木島では、オンバがよ
く使用され島の人にとっては馴染
みのあるものだ。
　移動図書館には、もともと本好き
な額賀さんが所有していた本を毎

回70冊ほど持ち運んだ。週に一回、
港にある男木島交流館で移動図書
館を行い、そこにいる人たちに本を
貸し出した。「移動図書館を始めた
タイミングでは、ある程度の島の人
たちは私が図書館をつくろうとして
いることは知っていました。しかし、
今まで島に図書館が無かったという
こともあり、具体的に私が何をしよ
うとしているのかを理解している人
は少なかったと思います。オンバを
持って行っても『どうすればいい？』
『お金は払わなくてもいいの？』とい
うことを聞かれたりもしました。」と
額賀さん。図書館の仕組みに馴染
みがある人もそうでない人もいる中
で、額賀さんはその場で説明を行
い、島の人々に「男木島図書館」へ
の理解を徐々に深めてもらった。
　オンバで移動図書館を行ってい
た頃の、小さな島ならではのエピ
ソードもお聞きすることができた。

カウンターに置かれた黒板には図書館の利用案
内が書かれている

2Fの小窓からは瀬戸内海が臨める

ちゃぶ台がある2Fの閲覧スペース

移住者がつくった
島初の図書館

オンバによる
移動図書館の開始

「当初は島の中だけの貸し出しだっ
たため、図書カードではなく、スマー
トフォンのカメラで貸した本と借り
た人の顔の写真を撮って記録してい
ました。せまい島なので、皆さんの顔
も住んでいる所も知っています。こ
のやり方が正しいかはわかりません
が、男木島だからこそできたことだ
と思います。」現在は記入式のカー
ドで図書を管理しているそうだ。
　島に馴染みのあるオンバを利用
した移動図書館や、カメラで撮影し
て図書の利用を記録するなど、その
土地ならではの方法に男木島の個
性を感じることができた。

　リノベーションの際、多くのボラ
ンティアが集まった。島内は勿論の
こと、島外からも多くの人が集まっ
たという。ボランティアをどのように
して集めたのかを額賀さんにお聞
きすると、「自然に集まった」そうだ。
「ボランティアといっても、こちらか
らお願いをして集めたわけではあり
ません。昼間に私たちが空き家の改
修作業をしていると『そんなんじゃ
いつまでたってもでき上がらん
ぞ！』と、見かねた島の人が手伝っ
てくれるケースが多くありました。屋
根の瓦を運んだりといった人手の必
要な作業の際には声をかけてお願
いをしましたが、それ以外は自然に
島の皆さんが集まってくれました。」
改修作業時の現場のアットホーム
な雰囲気をイメージできる。
　島外からのボランティアについ
ても、当初はそんなに多くの人数

を集めるつもりはなかったそうだ。
「手伝いたいけどいつ作業してい
るか分からない」という声が多く
寄せられたため、できるだけオー
プンに活動を行おうと同館のWeb
サイトやSNSでボランティアを
募った。それが、ボランティアが多
く集まったきっかけとなったとい
う。中には、東京や海外から来ら
れた方もいたそうだ。
　図書館を設立する活動の中で、
一貫して感じられるのが「できるだ
け自分の力で」行おうとする額賀さ
んの強い責任感だ。もちろん様々
な人からの協力があってこそ、今の
図書館が存在している。しかし、額
賀さんの強い責任感や決意を感じ
なければ、こんなにも多くの『協力』
は集まらなかったのではないだろう
か。クラウドファンディングで募った
資金についても、最初からそれに

頼っていたわけではない。額賀さん
が用意していた資金を運用していく
中で、どうしても不足してしまった部
分をクラウドファンディングで補っ
たという形だ。図書館を設立すると
いう活動を通じて、たくさんの人た
ちが額賀さんの強い意志を感じた
のではないかと思う。

強い意志とそれに続く人々

改修作業の様子
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最大で200冊は運べるという移動図書館で使用
していたオンバ
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　同館はリノベーションする際に
ボランティアの設計士と話をして、
島の景観を壊さないことに気をつ
けた。素材についてもできるだけ
島のものを使うことを意識し、追
加して入れた柱は、取り壊した倉
庫の廃材を使用した。内装は、建
て替えとなった学校の廃棄処分さ
れるはずだったものが多く取り入
れられている。机や椅子、窓、大き
いものからちょっとしたものまで、
至る所で学校の懐かしい雰囲気
を感じることができる。「図書館の
役割として、地域のアーカイブとい
うものがあると思っています。なの
で、できるだけ地域の本を置いて

いきたいと思っていますし、かつて
島の学校で使われていたものなど
を残すことで、当館に来た人たち
がその息吹を感じることができた
らいいなと思います。」と額賀さん
は語る。こういった考えは、実は当
初からのものではない。建物を改
築するまでや実際に運営をしてい
く中で、男木島という場所にはどの
やり方が一番合うのか、いろいろ
な方法を試しながらようやくフィッ
トする形を見つけられたという。
　今後の展望についてお聞きする
と、額賀さんは「継続です」とはっ
きりと答えてくれた。「どのように
継続していくかが重要だと思って
います。最初のスタートアップは勢
いで結構いけちゃうんですよ。で
も継続するという地味なことを、
何年できるかが大事だと思ってい
ます。男木島図書館がどんな場所
であるのか、成果としてちゃんと
見えるようになるのは10年後だと
思うのです。」図書館をつくること
が本来の目的ではないということ
を額賀さんは忘れていない。最初
は自分の子どものために学校を

男木島の「継続」の形

所在地 香川県高松市男木町148-1
開館時間 基本 金・土・日・月 11:00～17:00
URL https://ogijima-library.or.jp/

男木島図書館
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男木島の学校で使用されていた校長室の椅子

再開することから始まった額賀さ
んの島での活動。それがいつの間
にか「島の継続のために」という想
いから、島の人々にとって欠かせな
い場所を作り上げようとしている。
　男木島の図書館にとって、継続
性のある運営とはどんな形なのだ
ろうか？そのよりよい形を求めて、
男木島図書館は島と共に育ち変
化していくだろう。
（取材日：2018年8月2日）
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